
ダイバーシティという単語から思い浮かべる光景は
人それぞれです。性別、障がいの有無や種類、年齢、
性的指向・性自認、国籍、エスニシティ、宗教、言語、
信条など多様な項目があげられます。たとえば家族形
態や出身地もその項目に入るでしょう。ダイバーシ
ティのどの項目を重視するかは、その人の知識、経験、
価値観、興味関心、生活や仕事で抱えている課題など
によっても違います。ダイバーシティへのある視点が
思い浮かぶと、他の視点が忘れられることも少なくあ
りません。性的指向・性自認とくくっても、多様な性
的指向があり、性自認があります。政府は社会のあら
ゆる分野において2020年までに指導的地位に女性が占
める割合を少なくとも30%程度とする目標を掲げてい
ます。なぜ、ダイバーシティを進める必要があるので
しょうか。それは、ダイバーシティが創造的思考力を
促すからだと思います。これについて話題提供をし、
話し合います。
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